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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
新
元
号
の
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り　
町
民
全
て
が
夢
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
昨
年
１
月
か
ら
引
き
続
き

２
期
目
の
町
政
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
元
号
・
令
和
の
時
代
に
そ
の
責
任
の
重
み
を
厳
粛
に
受
け

止
め
、
全
力
で
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
地
震
、
大
雨
、
台
風
と
災
害
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
１０
月
の
台

風
１９
号
で
は
山
形
県
内
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
当
町
で
も
最
上
川
な
ど
に
よ
る
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
っ
た

た
め
避
難
勧
告
を
発
令
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
災
害
は
い
つ
来
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
と
思
え
る
よ
う

な
気
象
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
に
努
め
、
今

年
度
中
に
は
町
内
各
地
に
同
報
系
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
、
町
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
も
自
ら
の
命
は
自
分

で
守
る
自
助
と
お
互
い
助
け
合
う
共
助
の
精
神
で
、
ぜ
ひ
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

近
所
付
き
合
い
を
密
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
歴
史
・
文
化
に
関
し
て
は
喜
ば
し
い
話
題
が
多
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
最
上
川
、
芋
煮
、
旧
柏
倉
家
住

宅
な
ど
が
構
成
文
化
財
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」の
日
本
遺
産
認
定
を
皮
切
り
に
、

２
月
に
は
柏
倉
家
で
も
生
産
さ
れ
て
い
た
「
最
上
紅
花
～
日
本
で
唯
一
、
世
界
で
も
稀
有
な
紅
花
生
産
・
染
色
用

加
工
シ
ス
テ
ム
～
」
が
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
影
響
で
、
７
月
に
行
わ
れ
た
紅
花
ま
つ
り
で

は
町
内
外
よ
り
数
多
く
の
人
々
が
旧
柏
倉
家
住
宅
を
訪
れ
、
３
０
０
年
以
上
続
く
歴
史
・
文
化
を
堪
能
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
９
月
に
は
「
旧
柏
倉
家
住
宅
」
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
は
、
本
当
に
我
が
町
の
誇
り
で
す
。
今
年
の
４
月
か
ら
は
、「
旧
柏
倉
家
住
宅
」
の
一
般
公
開
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
人
が
集
い
、多
く
の
交
流
・
文
化
を
育
て
て
き
た
場
所
～
旧
柏
倉
家
住
宅
～
日
本
の
生
活
の
原
風
景
・

里
山
文
化
、そ
し
て
何
よ
り
、日
本
の
心
が
残
っ
て
い
る
こ
の
場
所
を
我
が
町
が
誇
る
日
本
の
宝
物
と
し
て
保
存
・

利
活
用
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

重要文化財指定を記念して行われた旧柏倉家住宅の
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世
の
中
全
体
と
し
て
相
変
わ
ら
ず
進
行
し
て
い
る
の
が
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、
都
市
へ
の
一
極
集
中
で
す
。
当
町
に
お
い
て
も
課
題
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
町
を
考
え
た
時
、
未
来
の
中
山
町
を
担
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
大
人
は
子
ど
も
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に

健
康
な
身
体
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
一
昨
年
か

ら
推
奨
し
て
い
る
「
な
か
や
ま
健
幸
く
ら
ぶ
」
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
事
業
で
す
。
ぜ
ひ
、「
歩
い
て
」「
自
分
の
身
体
、

町
を
知
り
」「
自
分
も
変
わ
り
、
そ
し
て
、
健
幸
な
町
に
変
わ
る
」
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
第
５
次
中
山
町
総
合
計
画
も
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
５
年
前
に
策
定

し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
と
も
に
、
次
期
計
画

を
策
定
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
検
証
を
行
い
、

目
指
す
べ
き
未
来
の
中
山
町
の
姿
を
想
像
し
た
上
で
、
今
後
１０
年
の
計
画

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
我
が
町
が
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
歴
史
文
化
を
重
ん
じ
、
未
来

へ
希
望
を
抱
き
、
今
年
一
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

中山町長
佐 藤 俊 晴

歩歩 結果を残すのだ結果を残すのだいいてて佐藤町長の 日々、食事に気を
� 使うの巻

　皆さん、あけましておめでとうございます。年末から年始にかけて、やれ忘
年会で憂さ晴らしだ、やれ正月で親せきが集まるから今日も飲まなくては、と
何かに理由をつけて、食べたり飲んだりして体が重くなってはいませんか。健
幸でいるためには、歩くことや筋肉をつけることが大切ですが、それにプラス
して、食事にも気をつけることが大切です。
　町長は、職業柄、会議の後の懇親会の席に出席することが多いので、食事に
対してはどのように自己管理しているのか聞いてみました。「この企画が始まっ
てから、宴会では、おいしくお酒をいただく代わりに、最後のほうに出てくる
ご飯やソバなどの炭水化物はなるべく控えるようにしているんだ。普段の夕食
のときは、以前は必ず食後に果物やお茶菓子など食べていたけれど、今は、週
に４回だけと曜日を決めている。そのほうが、楽しみにもなっていいようだ。
食生活にもメリハリが大事だとわかってきたよ」と自分に合った食事管理を実
践しているようです。

腹囲 94.0 ㎝ 体重 79.0 ㎏

おいしく食べて、おいし
く飲んで、メリハリの利
いた自己管理が健幸生活
の秘訣です

（１２月１５日現在） 合計歩数（１２月分）
…170,582歩

１日平均歩数（１２月分）
…7,417歩＋1.0 ㎝ −0.6 ㎏

次回は最終回！あとひとがんばりです

さてそれでは、今月の町長の記録を発表します！
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町 議 会町 議 会　令和元年町議会１２月定例会が１２月４日から６日までの日
程で開催され、一般会計補正予算等について審議されました。

・一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定…一般職の給与月額等の改定を行うため
・��成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律による地方公務員法の
改正に伴う関係条例の整理に関する条例の設定…地方公務員法の改正に伴い関係条例の規定を整備するため
・��中山町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の設定…地方自治法及び地方公務員法の一部改正に伴い、
会計年度任用職員の給与及び費用弁償について定めるため
・�中山町町営住宅条例の一部を改正する条例の制定…新たな町営住宅の完成及び老朽化した既存町営住宅の解体撤去
に伴い、必要な条例の整備を行うもの

３．条例の制定（可決）

・山形市との間における連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の締結に関する協議ついて（可決）
・中山町町民休養交流センター「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」の指定管理者の指定について（否決）
・令和元年度中山町デジタル防災行政無線（同報系）整備工事請負契約の一部変更について（可決）

４．議決

補 正 額 補正後の予算額 主な歳出補正の内容
国民健康保険 ３１４万４千円 １２億１，３８３万９千円 保険給付費等交付金償還金� ３７３万６千円
後期高齢者医療 ４６万９千円 １億３，５４１万２千円 繰出金� ４６万９千円

介 護 保 険 ２０万７千円 １２億８，５４３万５千円 居宅介護サービス給付費� △１４６万円
居宅介護住宅改修費� １１６万円

公共下水道事業 １２３万７千円 ５億８９７万７千円 一般職人件費� １２３万７千円

２．令和元年度特別会計補正予算
　４つの特別会計について補正予算が提案され、いずれも可決されました。

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，２４７万円を追加し、予算総額を５９億４，８１７万３千円とする補正予算を可決しました。
１．令和元年度一般会計補正予算（第６号）

歳　　入 補 正 額 補正後の予算額 主な補正の内容
国 庫 支 出 金 △１５万５千円 ４億９，５４０万８千円 国民健康保険保険基盤安定負担金� △１５万５千円

県 支 出 金 １１５万６千円 ２億７，１８２万１千円
国民健康保険保険基盤安定負担金� ５２万４千円
りんご黒星病緊急特別対策事業費補助金� ５３万２千円
がんばる商店街応援事業費補助金� １０万円

繰 入 金 ４，１４６万９千円 ３億５３０万１千円 財政調整基金繰入金� ４，１００万円
後期高齢者医療特別会計繰入金� ４６万９千円

計 ４，２４７万円 ５９億４，８１７万３千円

歳　　出 補 正 額 補正後の予算額 主な補正の内容
議 会 費 ９８万円 ７，７７７万５千円 一般職人件費� ９８万円
総 務 費 ８１９万円 ８億２９万８千円 給与システム改修委託料� ８８万円

民 生 費 △９９８万４千円 １３億５，５５４万円 国民健康保険特別会計繰出金� ８３万２千円
後期高齢者医療療養給付費負担金� １２５万５千円

衛 生 費 △２５６万３千円 ３億１，３１６万７千円 特定不妊治療費助成金� ５６万７千円
農林水産業費 ４５９万５千円 １億５，１７６万８千円 りんご黒星病緊急特別対策事業費補助金� １１７万２千円

商 工 費 ３，１１９万８千円 ２億７，００１万３千円 企業立地促進補助金� ３，１００万円
がんばる商店街応援事業費補助金� ２０万円

土 木 費 △６８４万５千円 １３億７，７０２万７千円 公共下水道事業特別会計繰出金� １２３万７千円

消 防 費 ３２２万５千円 ５億２，８３８万５千円 消防事務委託料� ３０５万１千円
消火栓移設工事等負担金� １７万４千円

教 育 費 １，４０２万９千円 ５億３，３９９万７千円
地域学校安全指導員謝金� １０万６千円
中体連県大会補助金� ７０万円
収蔵品整理・清掃等委託料� ８９万４千円
旧柏倉家住宅町内案内誘導看板設置工事� １１８万４千円

予 備 費 △３５万５千円 １，８６４万８千円
計 ４，２４７万円 ５９億４，８１７万３千円
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受
け
継
が
れ
る
伝
統
　「
し
め
縄
」
作
り

金沢地区金沢地区

子ども教室子ども教室

　１２月１日に西部地区公民館で、白山神社に奉納するし
め縄作りが行われました。金沢地区では、数えで２５歳を
迎える若者が参加し、地区の先輩方に教わりながら、し
め縄を作っていきます。今年は４名の年男が集まり、初
めて行う作業に苦戦しながらも、力を合わせて全長７ｍ
のしめ縄を完成させて、白山神社に奉納しました。
　しめ縄作りに参加した年男の今野祐介さんは「初めて
やってみたけれど難しかった。伝統行事なので、１０年、
２０年と続いていってほしい。だけど、子どもが少なくなっ
てきているので、みんなで協力しながらやっていく必要
があると思う」と話し、伝統を受け継いでいくことの大
切さを感じていました。

柳沢地区柳沢地区
　柳沢地区では、数え年４２歳を迎え
る男性がしめ縄を作り、厄落としを
する伝統があります。１２月２２日に西
塔忍さんの小屋で作業が行われ、対
象の男性４名と氏子８名の総勢１２名

　１２月２１日に中央公民館で子ども教室が開催され、約４０
名の子どもたちが「ミニ門松作り」に挑戦しました。今
年も、土橋月山神社しめ縄保存会（髙橋千藏会長）と町
郷土研究会（横尾尚壽会長）の皆さんが指導にあたりま
した。門松に使用した竹は柏倉家からいただいたもので、
子どもたちは松や花紙で作った葉牡丹、綿で表現した雪
などで飾り付けを行いました。
　工藤あやめさん（豊田小１年）は、「初めてで上手に
できるか心配だったけれど、先生に教えてもらってきれ
いに飾り付けることができてよかった」と話しました。
また、指導を行った髙橋会長が「皆さんが真剣に取り組
んでくれて嬉しかった。３年目になると私より上手な人
が出てくるので、ぜひ３回は参加してほしいですね」と
話すと、子どもたちは笑顔で応えていました。

が参加しました。完成した３本のしめ縄は、御
みたけ
嶽神社と石子神社に奉納されました。
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第３回　未来創造ミーティングin梅ヶ枝町

　今回の未来創造ミーティングは梅ヶ枝町公民館を会場に
１２月８日に行われました。
　町長からは現在町が推進している「歩いて健幸のまちづ
くり」について話がありました。その後、住民の方々から
は台風１９号の際の話題が出され、避難勧告が出され不安に
思ったことや、避難所の設備が障がい者にとって使いづら
かった等の意見が出されました。ほかにもチャレンジデー
への取り組み方など活発な意見交換となり、最後に町長は
「皆さんと一緒にまちづくりを進めたいので、これからも
たくさんの意見をいただきたい」と締めくくりました。 梅ヶ枝町での未来創造ミーティングの様子

土橋地区　老人クラブの活動

かもしかクラブ　楽しいクリスマス教室

　土橋老人クラブでは、地区内の美化事業や交流会
など幅広い活動を行っています。
　１２月１１日、土橋公民館で山形県交通安全活動推進
センターから講師を招き、高齢者交通安全教室が開
かれました。交通安全教室では、運転する際の注意
事項や反射材の活用、認知症予防についての説明を
受けたあと、頭の体操としてシルバー川柳やマジッ
クショーが行われ、交流を深めました。
　老人クラブでは、毎週水曜日に土橋公民館で「お
茶のみ居場所」と称して、１００歳体操とお茶会を開
催しています。土橋地区では、令和元年１０月に１００
歳体操を始めてから１周年を迎え、参加者からは
「体力がついたし、おしゃべりもできて楽しい」と
声があがりました。

　１２月１５日、幼児交通安全教室「かもしかクラブ」が中央
公民館大ホールで開催されました。冬道の危険について交
通安全紙芝居で学んだあと、冬の服装についての勉強をし
ました。帽子を深くかぶりすぎると視界が悪くなること
や、ポケットに手を入れて歩くと転んだ時に危ないことな
ど、冬道での危険を再確認しました。また、親子で手遊び
歌をしたり、クリスマスカードの作成をしたりと、盛りだ
くさんの内容で楽しい時間を過ごしました。
　今回で年中さん、年少さんは修了となります。１年間お
疲れさまでした。次年度、また会えるのを楽しみにしてい
ます。

１１月２３日、豊田小学校前の歩道で、落ち葉清掃が
　行われました　　　　　　　　　　　　　　　　　

寒い冬は暖かい服装で！
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３歳児歯科検診 よい歯のお子さん３歳児歯科検診 よい歯のお子さん

ワンポイントワンポイント
むし歯予防むし歯予防

山形県教育功労者表彰　鈴木義孝さん

西塔いく子さんに
　　　　　　永年功労者表彰

　鈴木義孝さん（北小路）は、平成２１年から山形県芸術文化会議の事務局次
長、同２９年からは事務局長として山形県の文化振興に尽力され、現在は、山
形県合唱連盟理事長と山形県芸術文化協会専務理事・事務局長を務めていま
す。
　また、「合唱団じゃがいも」の指揮者として、定期演奏会を４０年以上前か
ら開催し、国内の著名な作曲家や演出家と連携・協力しながら、全国的に例
を見ない画期的な創作活動（合唱オペラ・合唱劇・合唱童話）が日本の音楽
界でも高い評価を受けています。
　このような点から、芸術文化の振興に寄与した功績は大きいとして、山形
県教育功労者表彰を受けました。

　西塔いく子さん（柳沢）は、３２年間、町議会議員として地域
社会の発展および住民福祉の向上に尽力されました。この功績
を称して全国町村議会議長会から表彰を受け、１２月２０日に堀川
政美町議会議長から表彰状が手渡されました。

受賞された鈴木義孝さん

　令和元年１１月の３歳児歯科検診で、むし歯および要観察歯がなく、健康な歯であったお子さんは　令和元年１１月の３歳児歯科検診で、むし歯および要観察歯がなく、健康な歯であったお子さんは
１５名でしたので、紙上でご紹介いたします。１５名でしたので、紙上でご紹介いたします。

五十嵐　遥
はる
さん　　石川　愛

え な
奈さん　　大川　湊

みなと
都さん　　大滝　初

いちか
夏さん　　今野　絋

こうた
汰さん　　

齋藤志
し お り
緒莉さん　　佐藤　琉

る い
唯さん　　澁谷　知

ともあき
昌さん　　白田　桜

み あ
愛さん　　須貝　咲

さつき
月さん　　

髙野　夢
ゆめき
来さん　　武田　那

な な
南さん　　丹　　優

ひろせ
惺さん　　森谷　莉

り ほ
帆さん　　渡邉　灯

あかり
里さん　　

◦イオン飲料は体にいい、と思われがちです。確かに下痢や発熱時に脱水症状を防ぐなどのメリッ
トはありますが、糖分を含んでいる点はジュースと同じ！水代わりにイオン飲料を飲んでいると

イオン飲料　水の代わりに飲ませないでね

　鈴木さんは子どもたちに合唱の指導も行っていて、「合唱は人間の喜怒哀楽を表現することができ
る。子どもたちには音楽を通じて感情豊かな人間になってほしいです」と話しました。

余計にのどが渇き、常にイオン飲料を飲む癖がついてしまいます。そのため口の中が常に歯の溶けやすい
環境になり、むし歯になりやすくなってしまいます。また、味のない水や麦茶への切り替えが難しくなっ
てしまいます。
◦市販のスポーツドリンクなどは大人用かつ運動する人向けのものであり、乳幼児にとっては塩分濃度が高
く腎臓に負担をかける原因となるため、具合が悪い時以外は控えましょう。
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今年もいい出来…
　　　　「ひまわり娘」新酒発表会
　１２月１８日と１９日に、ひまわり温泉ゆ・ら・らを会場に、町内
産の「つや姫」と土橋地区の銘水「滝の湧水」で仕込んだ
「ひまわり娘」の新酒発表会が行われました。
　今年の新酒も、しぼりたて純米酒、熟成生にごり純米酒、
純米大吟醸ともに上出来で、参加者全員で令和最初の味わい
を楽しみました。
　「ひまわり娘」の新酒は、ひまわり温泉ゆ・ら・らおよび町
内の酒販店で販売しています。 関係者による鏡開き

岡地区に憩いの場をつくる
　「ＮＰＯ法人柏倉家文化村」（飯野清治代表）は、歴史的景観が
残る岡地区中央部の空地をポケットパークとして整備し、そこを
町民や来訪者の憩いの場にしようという活動を行っています。
　１１月２７日は、会員の方々が整地された敷地の外周にチューリッ
プの球根を植えました。また、憩いの場となる広場に設置するベ
ンチの製作も進められ、ＮＰＯ法人を主体に地域の皆さんの協力
を得ながら、岡地区の新たな憩いのスペースが整備されていま
す。何色に咲くか楽しみですね

やってみっべ
補助金
活用事業

健康ストレッチング 今年のチャレンジデー（５月２７日）まで

あと （令和２年１月１５日時点）１33日！

ストレッチは心のリフレッシュにも役立ちます。時間を見つけて毎日行いましょう！ストレッチは心のリフレッシュにも役立ちます。時間を見つけて毎日行いましょう！

　６回に分け簡単にできる健康ストレッチングを掲載し
てきましたがいかがでしたか？

　「チャレンジデー」は毎年５月の最終水曜日に実施
されます。スポーツを通した健康づくりに通年で取り
組むため、運動と健康のあれこれをご紹介していきます。

コラム：GO!GO! challenge Sports：Vol.21

GO! GO! チャレンジ スポーツGO! GO! チャレンジ スポーツ

　ストレッチングは、筋肉や腱などを伸ばすことで「柔軟性」を高め、活動しやすい身体にする
運動です。それにより、関節の可動域が多くなり、腰痛、ぎっくり腰、肩こり、腱断裂などの障
害の予防・改善につながります。
　また、血行をよくするので、スポーツや仕事の後に行うことで、疲労回復を促進できます。
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第１５４話 最上三十三観音巡拝 その２第１５４話 最上三十三観音巡拝 その２
　
最
上
三
十
三
観
音
の
参
詣
順
路

と
し
て
は
、
天
童
山
元
の
鈴れ

い
り
ゅ
う
ざ
ん

立
山

若
松
寺
を
一
番
札
所
に
、
山
形
、

上
山
、
山
辺
、
岡
、
寒
河
江
、
西

川
町
睦
合
、
谷
地
、
東
根
、
楯
岡
、

尾
花
沢
、大
石
田
、最
上
町
富
沢
、

鮭
川
村
庭
月
を
巡
り
、
打
ち
納
め

は
最
上
町
向
町
天
徳
寺
と
な
っ
て

い
ま
す
。
寺
院
の
数
は
、
山
形
界

隈
８
寺
、
尾
花
沢
界
隈
６
寺
、
大

石
田
４
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。
３

度
の
参
拝
で
９９
か
寺
、
切
り
が
悪

い
と
、
も
う
１
寺
を
番
外
に
設
定

し
た
順
路
が
多
い
の
も
、
江
戸
期

巡
拝
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
上
三
十
三
観
音
巡
拝
で
は
、
最

上
町
の
天
徳
寺
が
番
外
寺
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
参
詣
の
出
発
点
は
、
天
童
山
元

の
若
松
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
寺
は
村
山
郡
の
ほ
ぼ
中
央
に

あ
っ
て
、
立
石
寺
建
立
以
前
に
建

て
ら
れ
、
規
模
、
寺
領
域
の
大
き

さ
は
村
山
随
一
で
あ
っ
た
こ
と
が

そ
の
理
由
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
結
番
の
庭
月
と
上
山
高
松

観
音
と
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
て
、

南
北
か
ら
の
参
詣
に
も
宿
泊
、
参

詣
の
し
や
す
い
位
置
に
あ
っ
た
か

ら
だ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
観
世
音
を
祀
る
寺
々

は
、
天
台
宗
１４
か
寺
、
曹
洞
宗
１０

か
寺
、
真
言
宗
８
か
寺
、
浄
土
真

宗
１
か
寺
、
時
宗
１
か
寺
と
５
つ

の
宗
派
に
分
か
れ
ま
す
が
、
２１
番

尾
花
沢
五
十
沢
観
音
は
、
慶
長
１９

年
（
１
６
１
４
年
）
金
森
石
見
守

の
建
立
で
、
武
士
を
捨
て
て
僧
籍

に
入
っ
た
た
め
に
、
自
身
の
浄
土

真
宗
の
宗
旨
を
変
え
な
か
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
石

田
の
西
光
寺
は
時
宗
で
す
が
、
芭

蕉
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
紀
行
」
と

も
関
わ
り
が
深
く
、
浅
草
寺
仁
王

門
の
仁
王
像
を
模
し
た
彫
刻
像
も

有
名
で
す
。

【
用
語
の
説
明
】

金
森
石
見
守

：

加
賀
の
国
の
大
名
。

金
森
家
の
当
時
の
領
主
金
森
石
見

守
が
、
戦
い
に
敗
れ
、
家
臣
を
従

え
て
加
賀
の
国
か
ら
出
羽
の
国
に

逃
れ
て
き
ま
し
た
。
五
十
沢
に
住

み
つ
き
ま
し
た
が
、
世
の
中
を
悲

観
し
、
持
っ
て
き
た
観
音
像
を
祀

り
お
勤
め
し
て
い
ま
し
た
。
慶
長

１９
年
、
東
本
願
寺
に
石
見
守
が
弟

子
入
り
し
て
金
森
山
喜
覚
寺
を
開

山
し
、
金
森
山
の
中
腹
に
お
堂
を

建
て
て
観
音
像
を
安
置
し
、
村
人

の
参
詣
を
認
め
た
こ
と
が
尾
花
沢

五
十
沢
観
音
の
起
源
と
い
わ
れ
て

い
る
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
１０
章
第
１
節　
庶
民
と
信
仰

　あけましておめでとうございます。
　令和も２年目、協力隊左治木・前田の２人は協力隊最終年になる３年目もいよいよ近くなっ
てきました。
　柏倉家では３月にひなまつり、４月からいよいよ一般公開も控えていて、大きな年になりそ
うだ…という予感がひしひしとしております。

私たち地域おこし協力隊です！ No.21

仏蔵の前の煉瓦敷仏蔵の前の煉瓦敷

とても可愛い柄ですとても可愛い柄です

　柏倉家は建物や部屋の細かいところまでいろいろな職人の技やこだわりが詰まっているので
すが、なかなか見学にいらっしゃる方の滞在時間内では、説明しきれないところがあるのが正
直なところです（本当に細かいところまで説明すると、おそらく１日がかりになってしまうの
で…）。今回少しだけ、前田が個人的に気に入っている所を一つご紹介させてもらいます。私が日頃特に「可愛い〜！」
と思っているところ。それは仏蔵の前の煉瓦敷です！
　とても乙女心をくすぐるレトロ可愛い柄です。インスタ映えもバッチリですね。
　この煉瓦は現在もあるＩＮＡＸという会社の前身の伊奈製陶という会社で、幕末の頃に作られたと聞いています。
幕末の頃に作られた煉瓦が今でもこんなに綺麗に残っているということにとてもロマンを感じます。学術的なとこ

●協力隊への問い合わせ先●
メール：nakayamanonaka@gmail.com　事務所：中央公民館２階

ろはわからないのですが、個人的にｗｅｂで調べた範囲では、どうやらこの柄の煉瓦は東京など色々
なところにあるのですが、基本的にお寺などの宗教施設で多く使われていたようです。それを
読んで、この煉瓦を仏蔵の前に持ってきた方のセンスに感動しました。
　モノそのものの魅力と歴史的背景、これを作った方の気持ちや視点を合わせて考えると、た
まらない気持ちになるところが、柏倉家にはとてもたくさんあります。
　柏倉家にいらっしゃる際はぜひ探してみてください！
　（そしてこの煉瓦について詳しいことが分かる方はこっそり教えてください！）

9 2.1.152.1.15

T o p i c s



広
　
告

　１２月１１日に、クリスマス会が開催され、２３組の
親子などが参加しました。
　会場にはクリスマスに関連した曲が流れ、サン
タクロースの衣装を身に着けた子どもサンタも訪
れていました。参加者はクリスマスシアターを楽
しんだあと、サンタクロースからお菓子のプレゼ
ントをもらい、記念の写真撮影などを楽しみました。
　最後はケーキを食べながらみんなでおしゃべり
をして、楽しい一日を過ごしました。

　「第２０回山形ふるさとＣＭ大賞」（山形テレビ主催）の審査
会が、１１月１２日に山形テルサで行われました。同番組は県内
の市町村がＣＭ作品を制作し、地域の魅力をＰＲするものです。
　今年は長崎小６年生の児童に協力していただき、自分たち
が考案した「ひまわり迷路」を元気に走り回る姿が印象的な
ＣＭにでき上がりました。入賞は逃しましたが、笑い声や門
が開く音など、生音が使われている珍しい作品です。ぜひ町
公式ホームページでご覧ください。

子育て支援センターはこんなところ
　「子育て支援センター」は、なかやま保育園内にあ
る子育て支援拠点です。保育園内の一室を開放し、子
育て中の方の育児相談や子育て関連の楽しいイベント
を行い、お子さんと保護者の方同士が交流するきっか
けづくりをしています。

子（孫）育てをしている方ならどなたでも
　赤ちゃんから未就園児までの子育てをしている方で
あればどなたでも（おじいちゃん、おばあちゃんも）
利用できます。楽しくおしゃべりをしながらリフレッ
シュして、笑顔で育児に向き合っていただきたい、そ
んな想いでお待ちしています。ぜひご利用ください。

　子育て支援センターのイベント情報は、お知らせ
版（毎月１日発行）と一緒に配布される「まちのカレ
ンダー」や子育て支援センターホームページ「元気
にso-date」（http://www.sodate-nakayama.jp）
でご確認ください。
　※お問い合わせ先
　　子育て支援センター ☎６６２−２５１０

子育て支援センターにサンタさんがきた！

第２０回山形ふるさとＣＭ大賞　子どもたちの笑顔とひまわり迷路

なにやらサンタさんとおしゃべり中です

ＣＭの始めは子どもたちの笑顔から

お気軽にご相談ください

2.1.152.1.15 10

ひまわり広場



　（福）町社会福祉協議会では、１２月１３日に、ひとり暮らしの高齢者で希
望する方に、手作りのおせち料理をお届けする友愛訪問事業を行いました。
　料理は、中山町食生活改善推進協議会（松木實枝子会長）の推進員
の皆さんにご協力いただき、心をこめて彩りだけでなく、塩分量に配
慮したおせち料理を作っていただきました。
　今年も配達には民生委員の皆さんにご協力いただき、受け取った方
からは大いに喜ばれました。

＜献立＞ゆかりごはん、鮭の柚子味噌焼き、伊達巻き、筑前煮、海老と銀
杏の香味揚げ、ほうれん草の柚子香和え、菊花かぶ、泡雪かん

今年も友愛訪問　心のこもったおせち料理を届ける

思わず足を止めて眺める方も

今年もよろしくお願いします

布施治敏さん（旭町）は「正月とク
リスマスが一緒にきたみたいだ」と
話していました

人　口 11,179 （前月比＋２ 人）人
（男 5,484人、女 5,695人）

出生 人4 死亡 人10人の動き

（前月比＋4 世帯）世帯数 3,704世帯

まちの人口（１２月２３日現在）

※  広報作成の都合上、１２月２３日付の人口と
なっています。転入・転出を含めた１２月
末付の人口は、広報なかやま２月１５日号
にて掲載します。ご了承願います。

戸籍のまどぐち（１２月分） 人権書道展

除雪車安全祈願祭・出陣式

　１２月４日から１０日まで、ヤマザワ中山店で「人権
書道展」が開催され、長崎小・豊田小の児童が「人
権擁護」に対して思いをこめて書いた作品が展示さ
れました。

　１２月１日、中山町除雪車機械格納庫で令和元年度
除雪車安全祈願祭および出陣式が行われました。
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※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

①町県民税� ４期
②国民健康保険税� ７期
③介護保険料� ７期
④後期高齢者医療保険料� ７期

納期限　１月３１日（金）
今 月 の 納 税 等

※�①と②は、納付書に記載された期間内であれば、コンビニ
エンスストアでの納付ができます。

※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２ - ２１１２（直通）

お
知
ら
せ
版

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

№1345

事
業
主
・
農
業
経
営
者
の
皆
さ
ん　
　
　

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）
の

　
　
申
告
は
お
済
み
で
す
か

※
申
告
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

　
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人
は
、

そ
の
取
得
価
額
等
に
つ
い
て
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
、
自
動
車
税
お
よ
び

軽
自
動
車
税
の
対
象
車
両
は
除
か
れ
ま
す
）。

※�
前
年
ま
で
申
告
し
て
い
る
資
産
に
異
動
が

な
い
場
合
や
町
内
に
資
産
が
す
で
に
な
い

場
合
、
事
業
の
廃
止
や
休
止
の
場
合
で
も

そ
の
旨
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
告
受
付
締
切　
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

●�

受
付
場
所　
住
民
税
務
課
税
務
Ｇ
（
役
場

１
階�

５
番
窓
口
）（
郵
送
可
）

※�

締
切
間
近
に
な
る
と
大
変
混
み
合
い
ま
す

の
で
、
１
月
21
日
（
火
）
ま
で
の
提
出
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●�

そ
の
他　
申
告
書
類
は
す
で
に
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や
新

規
に
事
業
を
開
始
し
た
方
は
、
住
民
税
務

課
税
務
Ｇ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
家
庭
の
医
療
費
が
ど
の
く
ら
い
か
か
っ

て
い
る
か
を
確
認
し
、
健
康
管
理
に
対
す
る

関
心
を
高
め
、
家
族
の
健
康
を
守
る
た
め
の

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●�
対
象
期
間　
１
年
間
（
平
成
30
年
11
月
～

令
和
元
年
10
月
）

●�

対
象
世
帯　
前
記
対
象
期
間
内
に
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
た
こ
と
が
あ
る
方
が

い
る
世
帯

●
送
付
時
期　
１
月
下
旬

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

医
療
費
通
知
（
年
間
分
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
送
付
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
医
療
費
通
知
に
関
す
る
こ
と

　
…
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
２
５
２

　
確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）に
関
す
る
こ
と

　
…
住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

　
…
山
形
税
務
署�

☎
６
２
２
‐
１
６
１
１

※�

期
間
内
に
国
民
健
康
保
険
で
受
診
し
た
際

の
医
療
費
（
総
額
と
支
払
っ
た
額
）
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

確
定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
の
手
続
き
に

使
用
で
き
ま
す
（
令
和
元
年
11
月
と
12
月

分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
自
身
で
保
管
し

て
い
る
領
収
書
に
よ
り
追
加
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
）。

※�

詳
し
く
は
、
郵
送
さ
れ
る
お
知
ら
せ
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

弔
意
・
弔
電
の
変
更
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
広
報
課
庶
務
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
１

　
こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
さ
ま
の
訃
報
の
際
に

は
、
哀
悼
の
意
を
表
し
電
報
に
よ
り
弔
意
を

お
伝
え
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
１
月

よ
り
死
亡
届
の
提
出
時
に
弔
文
を
お
渡
し
し

ま
す
。

　
弔
意
を
表
す
る
際
の
時
間
差
の
解
消
、
手

続
き
漏
れ
の
防
止
な
ど
を
主
た
る
目
的
と
し

た
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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高
齢
者
等
雪
害
対
策
事
業

�

に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

●�

対
象　
中
山
町
に
住
所
を
有
し
、
世
帯
全

員
が
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯

　
①�

65
歳
以
上
の
方
（
４
月
１
日
ま
で
に
65

歳
以
上
に
な
る
方
）

　
②
要
介
護
認
定
３
以
上
を
受
け
て
い
る
方

　
③�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を

所
持
し
て
い
る
方

　
④
療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る
方

　
⑤�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所

持
し
て
い
る
方

※�

①
～
⑤
の
要
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
方
が

い
る
世
帯
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

●�

助
成
内
容　
こ
の
冬
に
業
者
等
に
居
宅
の

雪
下
ろ
し
お
よ
び
雪
下
ろ
し
に
伴
う
排
雪

作
業
を
委
託
し
た
費
用
の
２
分
の
１
以
内

の
額
で
一
冬
１
万
円
を
限
度
と
し
ま
す

（
長
期
入
院
等
を
除
き
現
に
住
ん
で
い
る

居
宅
に
限
り
ま
す
）。

●�

申
請
方
法　
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、

申
請
書
に
業
者
等
の
領
収
書
（
発
行
者
の

住
所
・
氏
名
・
押
印
・
日
付
の
記
載
の
あ

る
も
の
）
を
添
付
の
上
、
地
区
担
当
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●�

そ
の
他　
詳
細
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

健
康
福
祉
課
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

�　
利
用
申
し
込
み
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
７
０
５

　
令
和
２
年
度
に
長
崎
地
区
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
お
よ
び
豊
田
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
証
明
書
等
の
必
要
書
類

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●�

対
象　
小
学
校
在
籍
の
児
童
で
、
日
中
、

家
庭
に
保
護
者
が
い
な
い
な
ど
の
保
育
を

必
要
と
す
る
児
童

●
申
込
書
配
布
お
よ
び
受
付
期
間　

�

１
月
17
日
（
金
）
～
２
月
21
日
（
金
）

●�

申
込
書
配
布
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

長
崎
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
豊
田
地

区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

●�

そ
の
他　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
内

容
の
案
内
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
令
和

２
年
度
入
学
児
童
保
護
者
説
明
会
以
降
に

児
童
を
通
し
て
配
布
し
ま
す
。

心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を

�

開
設
し
ま
す

※
予
約
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

認
知
症
わ
い
わ
い
カ
フ
ェ
を

�

開
催
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
介
護
支
援
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
４
５
６

　
あ
な
た
の
悩
み
、
心
配
ご
と
に
柿
崎
弁
護

士
が
助
言
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
日
時　
１
月
22
日
（
水
）

�

午
後
１
時
15
分
～
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●�

相
談
内
容　
財
産
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
、

家
族
問
題
な
ど

●
定
員　
先
着
５
組

※�

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
こ
と
に
つ

い
て
気
軽
に
話
し
合
え
る
場
で
す
。
認
知
症

の
方
や
そ
の
ご
家
族
、
認
知
症
に
つ
い
て
知

り
た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
話

し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
２
月
18
日
（
火
）

�

午
後
２
時
～
４
時

●
場
所　
中
央
公
民
館

●�

内
容　
▼
認
知
症
予
防
に
つ
い
て　
▼
認

知
症
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

●�

対
象　
認
知
症
の
方
、
ご
家
族
、
認
知
症

に
関
心
の
あ
る
方
な
ど

●
参
加
費　
無
料

●�

申
込
方
法　
２
月
７
日
（
金
）
ま
で
介
護

支
援
Ｇ
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

予
約
優
先
で
す
が
、
当
日
飛
び
入
り
の
参

加
も
可
能
で
す
。

生
活
改
善
は
が
き
の

�

販
売
を
終
了
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

　
役
場
会
計
室
に
て
販
売
し
て
お
り
ま
し
た

生
活
改
善
は
が
き
（
快
気
祝
い
・
内
祝
い
）

に
つ
き
ま
し
て
、
１
月
20
日
（
月
）
を
も
ち

ま
し
て
販
売
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

生
活
改
善
は
が
き
は
、
生
活
簡
素
化
推
進

の
一
環
と
し
て
販
売
し
て
い
た
も
の
で
す
。13 2.1.152.1.15



婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
㈱
ア
イ
サ
イ
ト�

☎
６
３
２
‐
８
６
８
６

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３
２
‐
８
６
８
８

【�

む
ら
や
ま
広
域
婚
活
事
業
「
バ
レ
ン
タ
イ

ン
de
婚
活
２
０
２
０
」】

　
顔
合
わ
せ
会
と
本
格
ピ
ザ
・
パ
ス
タ
作
り

体
験
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
２
日
間
で
セ
ッ

ト
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
可
能
な
限
り
両
日

参
加
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●�

日
時　
①
顔
合
わ
せ
会
…
２
月
５
日（
水
）

午
後
７
時
15
分
～
９
時　
②
本
格
ピ
ザ
・

パ
ス
タ
作
り
体
験
…
２
月
９
日
（
日
）
午

前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●�

会
場　
①
村
山
保
健
所
２
階
大
会
議
室　

②CAFE W
edding　

H
＆
A　
南
栄

町
店

●�

内
容　

ピ
ザ
・
パ
ス
タ
作
り
、
フ
リ
ー

ト
ー
ク
な
ど

●�

対
象　
23
～
45
歳
の
独
身
の
方
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

●
定
員　
男
性
25
名
、
女
性
20
名

●�

会
費　
男
性
５
０
０
０
円
、
女
性
４
０
０

　
０
円

●
申
込
締
切
　
１
月
31
日
（
金
）

や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
活
用

し
て
地
域
の
森
づ
く
り
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
０
６
３

　
村
山
総
合
支
庁
森
林
整
備
課

　
森
づ
く
り
推
進
室
☎
６
２
１
‐
８
２
４
８

　
令
和
２
年
度
山
形
県
み
ど
り
豊
か
な
森
林

環
境
づ
く
り
推
進
事
業
に
よ
る
県
民
参
加
の

森
づ
く
り
活
動
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
支
援
す
る
活
動
内
容　

　
令
和
２
年
度
中
に
実
施
す
る
取
り
組
み

　

�

①
豊
か
な
森
づ
く
り
活
動　
②
自
然
環
境

保
全
活
動　
③
森
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

活
動　
④
木
に
親
し
む
環
境
づ
く
り

●�

募
集
期
間　
１
月
６
日
（
月
）
～
２
月
６

日
（
木
）

※�

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度

の
予
算
成
立
が
前
提
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
を

�

表
彰
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

�

☎
６
３
２
‐
５
９
２
７

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３
２
‐
５
９
２
８

　
山
形
地
区
交
通
安
全
協
会
加
入
者
で
基
準

に
該
当
す
る
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
は
山
形
地
区

交
通
安
全
協
会
長
と
山
形
警
察
署
長
連
名
に

よ
る
「
優
良
運
転
者
表
彰
」
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●�

表
彰
種
別　
無
事
故
・
無
違
反
で
現
在
も

運
転
を
継
続
し
表
彰
を
希
望
す
る
方

　

�

▼
プ
ラ
チ
ナ
賞
（
40
年
以
上
）　

▼
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
賞
（
30
年
以
上
）　

▼
金
賞

（
20
年
以
上
）　

▼
銀
賞
（
15
年
以
上
）　

▼
銅
賞
（
10
年
以
上
）

●
申
請
締
切
お
よ
び
表
彰
基
準
日

　

�

３
月
31
日
（
火
）

除
雪
用
具
の　
　
　
　
　
　

�

貸
し
出
し
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�
☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
自
力
で
除
排

雪
が
で
き
な
い
世
帯
や
、
生
活
道
路
な
ど
の

除
排
雪
作
業
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

に
除
雪
用
具
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

●�

対
象　
町
内
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

有
志
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど

●�

貸
出
用
具　
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
、
ア
ル
ミ
ス

コ
ッ
プ
、
ポ
リ
カ
雪
ハ
ネ
、
ポ
リ
カ
ス

コ
ッ
プ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
命
綱
等

●�

事
業
期
間　
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

●�

貸
出
期
間　
１
回
の
貸
し
出
し
は
原
則
３

日
以
内
。
た
だ
し
、
返
却
日
が
休
日
に
あ

た
る
場
合
は
休
日
明
け
の
午
前
中
ま
で
。

除
雪
用
具
貸
し
出
し
、
お
よ
び
返
却
は
平

日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま

で
の
時
間
帯
で
受
け
付
け
ま
す
。

●�

費
用　
無
料
。
た
だ
し
、
用
具
の
運
搬
は

各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●�

申
請
方
法　
貸
出
希
望
日
の
平
日
２
日
前

ま
で
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
。

※�

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
傷
害
保
険

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
対
象
と

し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
」（
年

度
中
１
人
当
た
り
３
５
０
円
）
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

�

☎
６
８
６
‐
４
４
１
０

　
家
畜
を
１
頭
・
１
羽
で
も
飼
っ
て
い
る
方

は
、
毎
年
２
月
１
日
現
在
の
飼
育
頭
羽
数
な

ど
を
県
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
前

年
に
報
告
さ
れ
た
方
に
は
１
月
末
に
用
紙
が

届
き
ま
す
の
で
、
頭
羽
数
に
変
更
が
あ
る
場

合
は
修
正
の
上
、
２
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
、

中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
新
た
に
飼
育
を

始
め
た
方
や
飼
育
し
て
い
る
の
に
用
紙
が
届

か
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類　
牛
、

水
牛
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
馬

（
ポ
ニ
ー
含
む
）、
豚
（
ミ
ニ
豚
含

む
）、
猪
、
鶏
（
烏
骨
鶏
、
チ
ャ
ボ

　

�

含
む
）、
う
ず
ら
、
あ
ひ
る
（
カ

モ
含
む
）、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
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消費生活の窓口から消費生活の窓口から 相談激増！「おトクにお試しだけ」のつもりが
� 「定期購入」にご注意を！！

　販売サイト等で「１回目９0％ＯＦＦ」「初回実質０円（送料のみ）」など通常価格より低価格で購入できる
ことを広告する一方で、定期購入が条件となっている健康食品や飲料、化粧品の通信販売に関する相談が全
国的に多く寄せられています。相談件数は年々増加しており、201９年度（11／30時点）は2９，1７７件と、201８
年度の23，002件を既に上回っており、前年度同時期比約230％と激増しています。
　相談内容をみると、定期購入が条件であることを消費者が認識しないまま商品を注文しているケースが多
くみられ、解約の連絡をしても「定期購入が条件なのであと○○回購入しないと解約できない」と断られる
ケースが目立ちます。ほかにも、定期購入と認識していても「解約の申請期間外なので受け付けられない」
と断られたり、「いつでも解約できると広告されていたが、何度電話をしても通話中でつながらない」といっ
た相談も目立ちます。
【アドバイス】　
◆�「定期購入が条件となっていないか」「支払うこととなる総額はいくらか」など契約内容をしっかり確認
しましょう。販売サイトや申込みの最終確認画面を印刷したりスクリーンショットを撮るなど、契約内容
を記録しておきましょう。
◆�通信販売にはクーリングオフ制度はありません。広告に表示された「解約・返品できるかどうか」「解約・
返品できる場合の条件」など解約条件（返品特約）をしっかり確認しましょう。
◆�問い合わせや解約の申し出をしたくても事業者に電話がつながらないケースが多くみられます。事業者に
連絡した証拠として、電話、メール、ＦＡＸ等の記録を残しておきましょう。
◆�不安に思った場合やトラブルになった場合は、消費生活相談窓口か消費者ホットライン（局番なしの１

い
８
や
８
や

番）に相談しましょう。
※ご相談・お問い合わせ先　中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）　☎６６２ - ２５９３

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母 子 手 帳 交 付 １/２８（火）
９：００～１０：００

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います。
●持ち物　�印かん、妊娠届出書、個人番号が確

認できるもの（個人番号カード、個
人番号通知カード等）と本人確認が
できるもの（個人番号カード、運転
免許証等）

※�この日時で妊婦さん本人の都合がつかない場
合はご連絡ください。

定 期 健 康 相 談 １/２８（火）
１０：３０～１１：３０

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行い
ます。

育 児 相 談
【 予 約 制 】

１/２８（火）
１０：３０～１１：３０

育児全般について、保健師・助産師または管理
栄養士が相談に応じます。前日まで電話でご連
絡ください。

乳 児 健 診
１/２９（水）

３か月児・１１か月児
１３：００集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成３１年２月・令和元年１０月生まれのお子さん
と前回欠席のお子さん
●持ち物　�母子手帳、バスタオル、問診票、交

換用おむつ（１１か月児は歯ブラシも）

３ 歳 児 健 診
２/５（水）
受付時間

１３：２０～１３：５０

保健福祉
センター
検診ホール

平成２８年６月～８月生まれのお子さんと前回欠
席のお子さん
●持ち物　�母子手帳、問診票、「健やか親子２１」

質問票、尿

パ パ マ マ 教 室 ２/７（金）
９：３０集合

保健福祉
センター
２階会議室

令和２年４月～６月に出産予定の方（配偶者も
一緒に参加できます）。転入等で個人通知がな
かった方は至急ご連絡ください。
●持ち物　�母子手帳、筆記用具、エプロン、米

１人４０ｇ
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１０個の企画ごと、チームに分かれて活動しています

佐藤町長も「流し芋煮」を体験！

発　行　中山町　〒９９０－０４９２ 山形県東村山郡中山町大字長崎１２０番地
編　集　総務広報課地域情報グループ
電　話　（０２３）６６２－２２２３（直通）　FAX（０２３）６６２－５１７６
中山町公式ホームページ　https://www.town.nakayama.yamagata.jp
　　　　　　　　　　　　（「広報なかやま」「お知らせ版」はホームページでもご覧になれます）

「広報なかやま」「お知らせ版」の文字書体は誰にでも読みやすいユニバーサル書体を使用しています

令和２年１月１５日号
（毎月１５日発行）

お知らせ版お知らせ版
（毎月１日・１５日発行）

ご意見用メールアドレス
　joho@town.nakayama.yamagata.jp
　こちらのQRコードからも取得できます。

スポーツとフルーツ　伸びゆく町　なかやま

NAKAYAMA TOWN INFORMATION

町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんな町の魅力をお知らせしていきます。

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。

　１２月１０日、長崎小６年生が授業のひとつとして取り組んだ、
中山町をよりよい町にするための企画「 I LOVE 中山」を佐
藤町長や浦山教育長、町議会議員の方々に提案しました。こ
の提案は、１１月２３日に行われた、県内の小中高生が「ふるさ
と」について自由な発想で学び、考え、見つけた「よさ・自

アイ
ラブ

Vol.４２
ＩＩ

私たちの 私たちの I LOI LOVVEE 中山 中山

　大変おいしかったです。里芋をコロコロと転
がすのは思っていたより難しく、改善の余地は
まだまだありますが、みんなで楽しむイベント
としてとてもいいと思います。� ＜佐藤町長＞

①流し芋煮チーム
②元祖芋煮会で花火チーム
③かまくら芋煮チーム
④ひまわり染めチーム
⑤本でＰＲチーム
⑥ひまわりアーチチーム
⑦ポスターでＰＲチーム
⑧ＴＶでＰＲチーム
⑨キャラクターチーム
⑩パンフレットチーム

　みんなで楽しめる流しそうめんのように、流し芋煮をし
てみてはどうかと考えたのがきっかけです。
　去年は、ペットボトルをつないで水を流してみたのです
が、隙間から水漏れしてしまいました。また、冷たい水で
流したので芋煮が冷めてしまったし、椅子で作った土台は
重くて移動させるのが大変でした。
　今年はペットボトルを雨どいに、土台を園芸用の支柱に
変えて、冷たい水から温かいお湯に変えて挑戦しました。
� ＜流し芋煮チーム＞

慢・課題・未来に向けた取り組み」などを発表する、
ふるさと探究コンテストでも発表されました。
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